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畿　．・霧鐵．L

　　　西暦2000年になると、古いコンピュータが誤作動することで、私たちの

　　生活にさまざまな問題を引き起こす、「コンピュータ西暦2000年問題」の発

　　生が心配されています。今やコンピュータは市民生活に広く普及している

　　ため、さまざまな形で問題が発生する可能性があります。このため今回は、

　　私たちの日常生活を支えるエネルギー、通信、交通、医療、金融など各分

＿　　野の西暦2000年問題への点検・対応状況と、私たちが取るべき対策につい

　　てお知らせします。

大
切
な
の
は
正
し
い

　
　
理
解
と
冷
静
な
行
動

　
現
代
の
市
民
生
活
は
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
西
暦
2
0
0
0
年
問
題
（
以
下
「
2

0
0
0
年
問
題
」
と
い
う
）
は
市
民

生
活
に
関
わ
る
幅
広
い
分
野
に
お
い

て
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
は
水
道
、
下
水
道
と

い
っ
た
市
民
生
活
に
密
接
に
か
か
わ

る
業
務
に
つ
い
て
、
す
で
に
点
検
を

完
了
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
を
行

っ
て
い
る
業
務
に
つ
い
て
は
点
検
、

模
擬
テ
ス
ト
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
市
民
生
活
を
支
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
通
信
、
交
通
、
医

療
、
金
融
な
ど
の
各
分
野
で
防
災
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
各
分
野
に
お

け
る
2
0
0
0
年
問
題
へ
の
取
り
組

み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
か
ら
も
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、

万
一
の
事
態
に
備
え
た
対
応
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆万一に備えましょう

2000年問題ではさまざまな分野で、点

検や模擬テスト等による徹底した予防対

策がとられてきました。

これにより問題が生じる可能性は少な

いのですが、万一一問題が起きた場合にも、

混乱が生じないよう、あなた自身も万全

の防災対策を行いましょう。

十日町市でも、12月2日休）に災害発生

時に準じた対策本部を設置して、万全の

準備をしています（対策本部の詳細は次

回の市報でお知らせします）。

欝

綴

◆2000年問題とは

古いコンピュータは、暦年を下2桁で

処理してきました。こうしたコンピュー

タが2000年を「1900年」と誤認識するこ

とによって生じる問題を「2000年問題」

といいます。

下2ケタで
考えます。

1900？
2000？
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①（囎罐嗣題

◆市役所業務（水道業務）

①灘糞灘撫議誌議驚叢嚢驚
と考えて麟ます、しかし、外部に起因する影響に対憾す

るため、危機管理計画を策定し、年末には監視体制等に

より、万全の体制で臨轟ます。

②
　万・一、長時聞にわたる停電などが起きた場含には、

　大きな影響が生捗る恐れがありますので、

飲料水・雑用水をくみ置きしておいてくだ

さい。また、事故が発生した場合は、

節水にご協力をお願いします。

③　水道局維持係
　　（奮57－2111内線244〉へ、

圏
一

◆市役所業務（窓ロ業務）

①落泌諺歪牒処雛警鮮犠離詐醤歳

定を終了しています。なお、1月2日（日）には最終的な確

認を行って（3日を予備日）、4日（火）からの新年の窓口業

務に向かうことにしています。1〉オンライン処理業務二

〇住民記録（転入・転出・転居届等の処理、住民票発行

など）○印鑑登録（印鑑登録、印鑑証明の発行など）○

国民年金（異動届の処理など）○国民健康保険料（資格

取得喪失の処理など）○税等収納（収納状況の確認、納

付書の再発行など）○各種証明発行○法人市民税（異動

処理）○水道・下水道料金計算（収納状況確認、納付書

の再発行など）○健康管理（健診情報の異動、受診票の

発行など）○財務会計（公金の収入支出、伝票起票など）

○農家台帳（農地等の管理など）このほか給与計算、設

計積算など電算処理している業務についても、修正作業、

模擬テストは完了しています。

②
　　保険証、各種納付書などは紛失しないよう大切に

　　保管してください。

④③欝醤端黛繋璽繍
＝3　　　　　容はそれぞれの担当課へ。
蝿

◆衛生施設組合業務
　　　　　（ごみ、し尿）

①勇環嬰9纏毒鑑鼎灘齢聖讐㌔

月30日休）の年末業務終了時に12月分の集計を記録保管し

ます。12月31日～1月3日の休業後、1月4日㈹からは

通常の計量業務を行います。焼却炉の運転確認では、10

月1日働～25日（月）に焼却炉1号焼却炉の耐火物補修工事

に合わせて計装（操炉）抑制装置の点検を実施しました。

②孫麓羅鞭辮灘糠謡態湧
かわらず、12月31日～1月3日の休業期間中はごみステ

ーションヘの持ち込みはしないでください。）

③＋日町地域衛生施設組合（盈52－3924）〈㌔

◆市役所業務
　（下氷道．農業集落排水）

’　　①　　　　　　　電力供給が停止した場含でも下水処理セ

　　　　　　　ンターおよび吉田北部地区・鐙島地区の

　農業集落排水処理場については、自家発電機が稼働する

　ため、影響は出ません。一方、下水道供用区域にあるマ

　ンホールポンプは電力供給がないと停止し、零水の汲み

　上げが出来なく塗ります。下水道課と農林課では、マン

　ホール讃ンプが僚止した場合の危機管理計画を策定し、

　関係機関・団体と連絡をとり、下水の送り込みを効率よ

　く行う準備をして騨ます。

②講蘇慧翼葱難騨驚蒙瀦講馨離

　儲じま演。

③灘難麟灘謙麟欝係（欝鑓盤
　内線337・339）へ。

◆消防署業務（消防・救急）

①灘欝趨離欝薪簾悪騰擦鄭醸無

報受信体制強化（総合指令台の点検）○救急業務（救急車

積載機材）○心電図等病院電送装置作動確認○一人暮らし

老人世帯緊急通報装置の修正、テストも完了しています。

②弩讐獲急勲羅餌飲料水を準備
③＋日町地域消防本部警防課通信係（費57一・119）〈㌔
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◆金融分野
　（十日町市金融団幹事行／㈱第四銀行では）

①霧鱒諾灘量簾粥砦芸灘笈募蕩報

の稼働テストを完了しています。さらに不測の事態に備

えて危機管理計画を策定し、年末年始には、通常通り営

業開始ができるよう、特別な体制をとることにしていま

す。例えば、万一問題が発生した場合でも、預金等のデ

ータが消失することがないよう本年末の時点のデータを

別途保存するとともに営業店には預金残高リストを紙に

印刷して備えおき、預金残高を確認の上、預金の払い出

しができるようにします。

②灘婁繍難整別に通帳の言己帳をしていた

③各金融機関の2…年問題担当窓・へ・

※十日町市金融団幹事行の㈱第四銀行の対応状況等につ

　いて掲載しています。

◆交通分野
　（JR東日本㈱では）

①饗酵纂灘磁蕪謹総難難急講

組んでいます。列車の運行管理や販売等の重要なシステ

ムについては6月、その他のシステム等についても10月

までに模擬テストも含めて改修作業をす球て完了じてい

ます。また、危機管理計画についてもすでに策定を終了

しており、これに基づき年末年始の12月31日～1月4日

は藪特定要注意則として、本社や各支社に対策本都を

設置してシステムや設備等の確認作業を行騰ます。

　万峯の場舎に備鑑長野支社では特定要注意田磁、通常

勤務の社員も含めて約舗◎0名の体制癒対応じます。

②特にありま撚

③鷺謬灘籔響蕪，驚翻薯務局

（鶏越急行㈱驚鞭紛

醗難灘漿難難鱗灘難霧懇
盤驚鍵欝趣懸爽月董瞬獲鰻盤癒現魏慰策繋部巻設置鞍謙

醜

②蜷鰍諜獣

③懇鰭継購獄鯉報羅懸鶴

◆通信分野
　（NTT東目本㈱十日町営業所では）

①馨舗走譜欝藤導製∬鷺諾慧鶴

をしき全社を挙げて万全の対応を推進しています。

　今年6月には重要システム等の対応を完了しています。

しかしながら、2000年問題は潜在性、不測性という特徴

を備えるものであり、抜け漏れが無いとはいいきれませ

ん。今後とも、細心の注意を払い対応してまいります。

　特に、大晦日から元旦には、特別警戒体制（NTT全社

合計で約3200人を配置）で臨みます。なお、危機管理体

制は、2000年4月まで継続してまいります。

②特にありません

③猶蓼禦？鼎野1繭纏奮鵬慕
せていただきます。また現在使用されていますNTT仕様

の機器等の情報については、ホームページ（http＝／／wnn．

niigata．ntt．ocn．ne．lp／niigata／index．html）に掲載していま

すのでご覧ください。

◆エネルギー・電気分野
　（東北電力㈱十日町営業所では）

①馨認薙犠鍵芸㌘講梁誕麟隻さ2調

タシステムの改修及び模擬テストをすべて完了し、電力

供給への支障がないことを確認しています。また乱万一

の不測の事態に備え6月に危機管理計画を策定、さらに

年末年始の期間は、危機管理計画に基づき本店、支店、

各発電所、営業所などに自然災害時に準じた対策本部を

設置し、通常の400人体制にさらに1200人を加えた1600人

規模の待機・動員により万全の体制で臨みます。

②特にありません

③鷲灘揮懲一31。7）～
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コンビュータ2（X）0年問題特集

◆医療分野（県立＋日町病院では）

①灘離黛譲難繋轟書紹，簿穀器釜

癒の難応を完了して麟ます。さらに年末年始を中心にラ

羅ヌ愛擁ン等に不測の事態躯発生した場合も想定し、入

院愚讃臆も叢ろん外薬譲救急）を利駕される皆さんにも

ざ遂惑響お翻醗窟る護老の機繍よう、万全の体制悪対処

膨延麟謙演。

②
　　寿全の体制驚対処じて儲るので、安心してご利用く

　　ださ騨．

③翻騙院庶搬課臨7－5鵬へ．

　在宅で人工呼吸器などの優先医療器具を使用している患者

さんのいる場合は、患者本人または家族は必ずかかりつけの

医療機関に2000年問題への対応について相談を行ってくださ

い。医療機関では、県の「医療分野における2000年問題に係

る新潟県危機管理計画」にのっとり、次の対応を行うととも

に、医療機関みずからも事故発生の際に速やかな対応ができ

るように、万全の体制をとることになっています。

◆医療機関では、在宅療養患者に貸与している医療機器につ

いて、購入した医療機器販売業者等から点検・修正・模擬テ

スト等を受け、安全確認をすることになっています。

◆在宅療養患者が所持する医療機器は、患者本人または家族

が、購入した医療機器販売業者から機器の点検・修正・模擬

テスト等を受け安全性を確認してください。問題発生時の対

応策等については、医療機関から説明を受けてください。

機器販売業者から機器の点検・修正・模擬　　　　　　　　　　　　　・．，浦瀬’一鱒纐鰍戯鵬触蟻縄擁1毒

灘繍ぷ簾萌識，弊難脚対　　　　　ぐここがボイント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘォレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹楓．．　　　　　　　　．轡審

畠iうoo47a∠瀞〃唐ρご乙篭～紳〆

　
政
府
の
高
度
情
報
通
信
社
会
推
進

本
部
か
ら
年
末
年
始
の
心
構
え
や
準

備
に
つ
い
て
の
留
意
点
が
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
万
一
の
場
合
に
備
え
、

一
人
ひ
と
り
が
安
全
対
策
を
行
い
ま

し
よ
う
。

●
食
料
・
飲
料
水
・
電
気
・
ガ
ス

　
供
給
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
大
き

な
問
題
は
起
こ
ら
な
い
見
通
し
で
す
。

た
だ
し
、
家
庭
で
の
防
災
用
（
地
震

や
風
水
害
）
と
同
じ
く
、
2
～
3
日

分
の
食
料
・
飲
料
水
・
救
急
箱
・
懐

中
電
灯
・
ラ
ジ
オ
・
乾
電
池
・
マ
ッ

チ
．
ろ
う
そ
く
な
ど
の
配
備
・
備
蓄

と
点
検
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

大
晦
日
に
は
風
呂
水
を
張
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●
灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
な
ど
の
備
え

　
石
油
関
連
企
業
は
、
供
給
に
支
障

が
な
い
よ
う
万
全
の
体
制
で
臨
む
の

で
、
必
要
以
上
に
石
油
・
ガ
ソ
リ
ン

を
保
管
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
安
全
上
か
ら
も
大
量
保
管
は
危
険

で
す
。
）
ま
た
、
国
内
に
は
約
1
6
6

日
分
相
当
の
石
油
が
備
蓄
さ
れ
て
い

る
の
で
、
家
庭
で
は
例
年
通
り
の
量

の
保
管
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
家
電
製
品

　
パ
ソ
コ
ン
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
・

ビ
デ
オ
な
ど
日
付
表
示
の
あ
る
機
器

の
一
部
で
不
具
合
が
起
こ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
修
正
可
能
な

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
疑
問
点
は
各

メ
ー
カ
ー
な
ど
へ
問
い
合
わ
せ
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、

掃
除
機
、
電
子
レ
ン
ジ
、
炊
飯
器
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
に
問
題
は
起
き
な
い

見
通
し
で
す
。
ま
た
、
携
帯
電
話
等

の
バ
ッ
テ
リ
ー
は
十
分
充
電
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

★
簡
単
に
で
き
る
点
検
方
法

　
ビ
デ
オ
な
ど
日
付
表
示
の
あ
る
製

品
は
、
実
際
に
2
0
0
0
年
－
月
－

日
に
セ
ッ
ト
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
土

曜
日
の
表
示
が
出
れ
ば
問
題
あ
り
ま

せ
ん
（
1
9
0
0
年
1
月
－
日
は
月

曜
日
）
。

●
年
末
年
始
の
旅
行
に
つ
い
て

　
国
内
旅
行
は
問
題
が
起
き
な
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
海
外
旅
行
で
は

国
に
よ
っ
て
不
都
合
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
旅
行
計
画
に
余
裕

を
も
た
せ
、
旅
行
会
社
や
航
空
会
社

に
渡
航
先
の
最
新
情
報
を
問
い
合
わ

せ
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

●
悪
徳
商
法
・
サ
ギ
に
注
意

　
不
安
を
あ
お
っ
て
商
品
を
売
り
つ

け
る
、
誤
作
動
な
ど
を
口
実
に
サ
ギ

商
法
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
品
を
販

売
す
る
な
ど
、
悪
徳
商
法
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
る
の
で
十
分
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
不
審
に
思
っ
た
と
き

は
、
早
め
に
警
察
な
ど
へ
相
談
を
。

間“合わせz

〈1誕いf

墾コン醗議一夕翻回母年閤題燕の

　　灘相談・お間騎欝わ世iぽ

講臼町叢罰ンピ難玉一一タ

酉暦翅O⑧蕪闘題羅策本部

豪日聴i欝役i所2階

羅協霧鍵錐肉線欝1
撫A奎疑5塗一4635鱒舜。
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私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
車
。
し
か
し
ち
ょ
っ
と
し
た
気

の
ゆ
る
み
が
、
思
わ
ぬ
惨
事
を
引
き
起
こ
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
今
年
も

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、
12
月
”
日
㈹
～
31
日
㈲
ま
で
の
2
1
日
間
、

「
来
る
年
へ
　
つ
な
ご
う
笑
顔
で
　
無
事
故
の
輪
」
を
合
い
言
葉
に
年
末
の
交

通
事
故
防
止
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た

あ
わ
な
い
よ
う
に
、
運
転
者
も
歩
行
者
も
お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
瞬
に
し
て
人
生
が
台
な
し
に

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
。
そ
れ
は
時

に
、
あ
ど
け
な
い
子
ど
も
や
お
年
寄

り
、
若
者
や
一
家
の
大
黒
柱
な
ど
、

大
切
な
人
の
命
を
、
一
瞬
に
し
て
容

赦
な
く
奪
い
去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
本
人
や
残

さ
れ
た
家
族
に
と
っ
て
は
「
な
ぜ
、

ど
う
し
て
？
」
と
い
う
信
じ
難
い
思

い
で
い
っ
ぱ
い
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

昨
日
ま
で
元
気
だ
っ
た
家
族
が
突
然

い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
か
ら

●
：
o

　
一
方
、
加
害
者
に
と
っ
て
も
、
悔

や
み
切
れ
な
い
大
き
な
責
任
が
残
り

ま
す
。
人
を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
と
い

う
苦
悩
は
も
ち
ろ
ん
、
交
通
違
反
や

過
失
の
度
合
い
に
よ
っ
て
は
、
重
い

刑
事
罰
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
損
害
賠
償
請
求
や
社
会

的
な
制
裁
に
よ
り
、
失
職
・
家
庭
崩

壊
に
ま
で
お
よ
ん
で
し
ま
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
被
害
者
も

加
害
者
も
、
一
生
を
台
な
し
に
し
て

し
ま
う
の
が
交
通
事
故
な
の
で
す
。

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
忘
年
会
な

ど
で
飲
酒
の
機
会
も
増
え
、
飲
酒
運

転
に
よ
る
重
大
事
故
の
発
生
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
年

末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
期
間
中

に
、
十
日
町
警
察
署
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
飲
酒
運
転
防
止
な
ど
の
呼
び

か
け
を
行
い
ま
す
。
運
転
手
は
飲
酒

運
転
の
危
険
性
を
認
識
し
。
飲
酒
運

転
を
絶
対
に
し
な
い
と
い
う
強
い
信

念
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
車
を
運

転
し
て
き
た
人
に
は
酒
類
を
出
さ
な

い
な
ど
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
ぐ
る
み

で
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
市
内
の
交
通
事
故
の
発
生

状
況
を
み
る
と
、
1
1
月
末
日
現
在
で

死
亡
事
故
は
昨
年
よ
り
少
な
い
も
の

の
、
発
生
件
数
は
2
2
5
件
と
昨
年

と
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
数
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
以
上
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
で
交

通
事
故
防
止
を
心
が
け
、
良
い
年
を

迎
え
ま
し
ょ
う
。
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岱
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全
国
4
都
市
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
来
年
の
7
月
2
0
日
㈲
～
9
月
1
0
日

㈲
に
開
催
さ
れ
る
「
大
地
の
芸
術
祭
・

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
0
0
0
」
を
全
国
に
広
め
よ
う
と
、

10

月
3
0
日
ω
～
n
月
1
9
日
働
の
間

に
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
、
大
阪
、
福
岡
、

名
古
屋
で
プ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

催
さ
れ
計
5
0
0
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
　
各
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
総
合
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
北
川
フ
ラ
ム
氏
に

よ
る
事
業
説
明
に
加
え
、
「
地
域
づ
く

り
と
ア
ー
ト
の
関
係
」
「
場
の
個
性
を

生
か
す
た
め
の
ア
ー
ト
」
「
現
在
美
術

の
潮
流
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
越
後
妻
有
の
取
り
組
み
の
意
義

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
東
京

会
場
で
は
、
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ー

3
8
人
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
内
訳

は
国
外
3
1
か
国
・
62
人
、
国
内
7
6
人

で
、
参
加
者
数
お
よ
び
質
に
お
い
て

世
界
有
数
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

卜
地
主

へ
、

／

福岡でのプレシンポジウム
　　　　　　（福岡アジア美術館）

松代町長賞　新雪A
　　（斎藤正三さん・如来寺）
．凶■　　、．　一、

）

審査員賞（安斎重男）雪
　　　　　（外石富男さノ

審査員賞（中塚大輔）3人そろってヘンシン　　審査員賞（大岡信）ちんころ市にて

　　　　　　　（高橋早苗さん・川西町）　　　　　　　　（津野文夫さん・新潟市）

歯
科
保
纏
功
労
羅
繋
知
蒙
表
彰

　
1
1
月
1
8
日
㈲
、

科
保
健
大
会
が
開
か
れ
、

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
町
さ
ん
は
昭
和
4
2
年
に
中
町
歯

科
医
院
を
開
業
し
、
翌
年
か
ら
3
歳

児
歯
科
健
康
診
査
事
業
に
携
わ
り
、

幼
児
の
虫
歯
減
少
に
努
め
ら
れ
ま
し

　
　
　
・
ん
劇

　
　
　
　
さ
6ー

　
ラ謹
　
詩
い

　
　
　
　
忠
蝋

　
　
　
　
町
紳

　
　
　
，
、
中
儒

第
2
1
回
新
潟
県
歯

　
　
　
県
知
事
表

た
。
ま
た
同
じ
く
4
3
年
か
ら
は
学
校

歯
科
医
の
委
嘱
を
受
け
、
学
校
歯
科

保
健
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、

父
母
や
学
校
関
係
者
か
ら
も
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
歯

科
医
師
会
の
理
事
と
し
て
歯
科
保
健

事
業
の
普
及
向
上
と
後
輩
の
育
成
指

導
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
歯
科
保
健
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

鷹
鳶
空
毒
部

　
　
　
蕃
の
詮
国
逡
籔
獣
験
鋤
錫
鉄
鎚

　
第
1
3
回
北
信
越
高
等
学
校
空
手
道

新
人
大
会
が
1
1
月
2
7
日
ω
・
2
8
日
㈹

に
福
井
県
敦
賀
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
区
予
選
・
県
大
会
を
勝
ち
抜
い

た
十
日
町
高
等
学
校
空
手
部
が
5
種

目
に
出
場
し
、
男
子
は
団
体
形
で
優

勝
、
個
人
形
で
も
入
田
佑
選
手
が
優

勝
し
ま
し
た
。
女
子
は
団
体
組
手
で

3
位
、
個
人
形
で
真
霜
ひ
な
こ
選
手

が
3
位
と
大
奮
闘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
年
3
月
に
北
海
道
で
開

催
さ
れ
る
全
国
選
抜
大
会
の
予
選
を

兼
ね
て
お
り
、
男
女
4
種
目
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選
手
の

活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
団
体
選
手
名
）
▼
男
子
形
目
柳
大

樹
、
井
上
直
哉
（
以
上
2
年
）
星
野

志
弘
、
入
田
祐
、
柳
正
樹
（
以
上
－

年
）
▼
女
子
組
手
H
真
霜
ひ
な
こ
、

大
淵
和
美
、
斉
木
さ
や
香
、
山
田
久

美
子
、
俵
山
郁
美
（
以
上
2
年
）
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き
も
の
の
ま
ち
十
日
町
に
生
き
る
織
人
、
染
人
、
デ

》
え
　
　
ザ
イ
ナ
ー
等
の
皆
さ
ん
が
職
場
や
グ
ル
ー
プ
の
枠
を
越

越
る
え
、
堂
に
語
り
合
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

を
え
n
月
2
8
日
印
に
ク
。
ス
ー
0
で
行
わ
れ
ま
し
た
・
こ
の
催

織
考
し
よ
1
1
月
例
日
ω
～
3
0
日
㈹
ま
で
同
会
場
で
開
催
さ
れ

組
漣
た
似
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環
と
し
て
行
わ

や
イ
れ
た
も
の
で
す
・
期
問
中
は
き
も
の
作
品
等
が
多
数
展

業
ザ
示
さ
れ
・
京
友
禅
師
の
山
田
忠
夫
氏
や
法
大
教
授
の
田

企
デ
中
優
子
氏
の
講
演
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
・
デ
ィ
ス
カ

　
　
　
　
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
も
の
づ
く
り
は
「
創
造
・
流
通
・
使

　
　
　
　
用
」
の
三
位
一
体
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
き
も
の
や

　
　
　
　
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
十
日
町
の
フ
ァ
ン
を
作
り
、
組
織

　
　
　
　
化
を
進
め
よ
う
と
い
っ
た
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

難灘一
○

　
懸

郷土の歴史遺産
きものを常設展示

　
n
月
！
4
日
ω
～
2
0
日
q
ゆ
に
「
十
日
町
き
も
の
歴
史
館
」

が
市
内
西
寺
町
の
旧
織
物
会
館
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
こ
の
歴
史
館
は
「
歴
史
遺
産
の
十
日
町
織
物
を

保
存
し
、
地
域
振
興
を
は
か
る
会
」
（
蕪
木
良
吉
会
長
）

が
か
ね
て
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
常
設
展
示
場
で
す
。

初
日
の
1
4
日
ω
に
は
主
催
者
を
は
じ
め
、
織
物
関
係
者

な
ど
約
1
0
0
人
が
集
ま
っ
て
、
晴
れ
や
か
に
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
き
も
の
歴
史
館
は
来
年
2

月
の
雪
ま
つ
り
か
ら
本
格
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
十
日
町
市
で
も
平
成
1
3
～
1
4
年
に

建
設
予
定
の
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
内
に
、
き
も
の
の
歴
史

資
料
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
計
画
が
あ
り
、
今
後
、
具
体

的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

騨

スポツト・

、
き

ピーター・ユーフー

、

“尼5．
市内中学校英語指導助手
イギリス・ロンドン出身

　WeII，l　can　hardly　believe　that　it’s　been　four　and　a

half　months　already．

Time　does　go　by　quickly．Summer　was　hot，Autumn　was

picturesque，and　now　we’re　in　Winter．Though　some－
times　it’s　almost　aII　the　seasons　in　the　same　week．The

changing　Ieavers　aII　around　Tokamachi　were　a　beautiful
sight　to　see，and　l　can’t　wait　tiII　it　snows，1’m　Iooking

forward　to　hitting　the　slopes　and　trying　my　hand　at　snow

boarding．You’”probabIy　see　me　going　by　screaming
聖ヒHelpl”as　I’ve　never　done　it　before．My　Japanese　is　a

Iittle　better　now，so　please　don’t　hesitateto　say　hi　to　me

if　you　see　me．

　Also，as　the　weather　is　getting　colder，please　be
sure　to　wrap　up　warm　before　you　venture　out．Catching
cold　isn’t　fun！

So，l　bid　youaII，averyuMerryChristmasll豊”and璽曜aHappy
New　Mi”ennium！！！”

※おことわり
長らくこ愛読いただいたこの

コーナーは今回で最終となり

ます

十日町でもう4か月半が過ぎたなんて信じられません。

まさに光陰矢のごとしです。夏は暑く、秋は絵のように美

しく、そして今冬を迎えました。と言っても、1週問で四

季を全部経験するようなこともありますが。十日町の紅葉

はとても美しかったし、今度は雪が待ち遠しいですね。ゲ

レンデに繰り出して、スノーボードの腕前を試すのが楽し

みです。たぶん、みんなの目の前を「助けて！」と叫んで

滑り落ちていくでしょう。何せやったことがないんですか

ら。日本語は少しましになりましたので、僕を見かけたら

気軽に声をかけてください。

それから、寒くなってきたので、外に飛び出す時は暖か

くしてください。風邪はいやですからね！みなさんに「メ

リークリスマス川」、そして「新たな1000年におめでとう川」

と申しあげます。
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垂灘、嚢．　灘

優秀賞　福田優美さん
　　　　　「男の子の小さな初恋」

最優秀賞　村山夏樹さん
　　　　　　「アハハ。エヘヘ。」

優秀賞　南雲さやかさん

　　　「神社まで競争」

全
国
大
会
へ
3
人
が
出
場

　
第
1
3
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
県
高
等
学

校
文
化
連
盟
主
催
）
が
H
月
6
日
ω
～
8
日
㈲
に
開
か

れ
ま
し
た
。
写
真
展
の
モ
ノ
ク
ロ
部
門
6
5
3
点
、
カ

ラ
ー
部
門
2
4
9
点
の
応
募
が
あ
り
、
モ
ノ
ク
ロ
部
門

で
十
日
町
総
合
高
校
1
年
の
村
山
夏
樹
さ
ん
が
作
品
「
ア

ハ
ハ
。
エ
ヘ
ヘ
。
」
で
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、

村
山
さ
ん
を
は
じ
め
村
越
咲
子
さ
ん
、
桑
原
晴
美
さ
ん
、

庭
野
綾
さ
ん
（
3
年
）
南
雲
さ
や
か
さ
ん
、
山
本
由
夏

さ
ん
（
1
年
）
と
十
日
町
高
校
1
年
の
福
田
優
美
さ
ん
．

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
展
は
来
年
夏
、
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
の
予
選
を
兼
ね
て
お
り
、
各
学
校
2

人
を
限
度
に
8
人
の
作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
十
日

町
か
ら
は
、
村
山
さ
ん
の
最
優
秀
作
品
と
南
雲
さ
ん
の

「
神
社
ま
で
競
争
」
福
田
さ
ん
の
「
男
の
子
の
小
さ
な

初
恋
」
が
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
写
真
レ
ベ
ル
の

高
さ
を
実
証
し
ま
し
た
。

　
総
合
高
校
写
真
部
顧
問
の
田
辺
千
勝
先
生
は
「
こ
の

地
域
の
写
真
レ
ベ
ル
は
高
い
。
着
物
を
始
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
芸
術
作
品
を
観
た
り
、
触
れ
る
こ
と
で
デ
ザ
イ
ン

感
覚
が
養
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
大
人
の
真
似

を
し
な
い
で
、
自
分
の
感
性
を
大
切
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

も
の
を
撮
る
よ
う
指
導
を
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
と
思
う
が
、
『
楽
し
い
写
真
を
心

が
け
て
欲
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
高
校
の
2
人
は
、
今
年
夏
に
行
わ
れ
た
．
9
9
写
真

甲
子
園
で
優
勝
。
両
校
と
も
、
写
真
部
は
4
0
人
以
上
の

部
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
健
健
費

●

か
ら
だ
を

　
　
　
　
動
か
し
ま
し
ょ
う

　
日
常
生
活
や
仕
事
の
自
動
化
な

ど
、
私
た
ち
の
「
身
体
活
動
量
」
は

低
下
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
最
近
の
研
究
結
果
で
は
、
総
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が

死
亡
の
減
少
や
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
十
分
効
果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
家
事
・
庭
仕
事
・
通
勤
で
の
歩
行
・

余
暇
に
行
う
軽
い
運
動
な
ど
、
身
体

を
動
か
す
こ
と
す
べ
て
が
健
康
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
、
日
常
生
活

で
「
身
体
活
動
量
」
を
増
や
す
よ
う

に
心
が
け
ま
し
よ
う
。

立
っ
て
動
き
ま
し
ょ
う

　
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
、
高
齢

者
の
寝
た
き
り
の
減
少
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
立
っ
て
動
く
こ
と
で
、
身
体
機
能

の
低
下
を
防
ぎ
、
骨
を
丈
夫
に
し
、

全
身
の
筋
肉
バ
ラ
ン
ス
を
良
く
し
て

く
れ
ま
す
。

　
き
つ
い
運
動
を
行
わ
な
く
て
も
、

10

分
程
度
の
歩
行
を
一
日
に
数
回
行

う
こ
と
で
、
健
康
上
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
寒
い
時
期
は
、
か
ら

だ
を
動
か
す
気
力
も
低
下
し
が
ち
で

す
が
、
日
常
生
活
に
か
ら
だ
を
動
か

す
こ
と
を
組
み
込
み
、
「
歩
行
」
を
中

心
と
し
た
「
身
体
活
動
量
」
を
増
や

す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
目
標
を
、
あ
と
ー
、
0
0
0
歩
増

や
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

転
ば
ぬ
先
の

　
　
　
　
　
住
ま
い
の
工
夫

　
か
ら
だ
を
動
か
し
て
「
健
康
」
で

い
る
た
め
に
は
、
転
ん
で
ケ
ガ
を
し

な
い
心
配
り
が
大
切
で
す
。

　
転
倒
の
三
大
原
因
は
「
つ
ま
ず
く
・

す
べ
る
・
ふ
ら
つ
く
」
で
、
高
齢
者

の
骨
折
の
約
半
分
は
住
ま
い
で
起
き

て
い
ま
す
。

　
住
ま
い
の
階
段
・
浴
室
・
ト
イ
レ
・

カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
は
、
転
び
に
く
い

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

　　

，
（
●
　
V

■
（
．

いつでも

　　どこでも
　健康づくり
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醤灘

　風！を感じて！
跳べ、走れ、ジャンプ！

いつも「愛犬といっしょにいたい」仲間たち
おことわり：長い間ご愛読いただいたこのコーナーは、

　　　　今回で最終となります。

　男女15人の会員と犬18頭ほどの仲間がいて、大型犬から

小型犬までがパートナーとなっています。雪消えと共に本

格的に活動します。アジリティー、フライング・ディス久

犬ゾリ等好みの種目があり、日曜日の合同練習のほか、各

自が思い思いの場所で練習しながら大会に備えます。もち

ろん、仲問たちは「訓練試験」「災害救助犬」等やりたいこ

ともやり、その技術を高めています。

　現在の悩みは練習場の確保です。季節に応じ、あの場所

この場所へと「さすらって」います。特に雪の季節になる

と練習不足になりがちです。なんとか、練習場を確保しよ

うと奮闘しています。犬と暮らしているあなた、私たちと

いっしょに季節の風を感じ、挑戦してみませんか。興味の

ある人は、事務局・樋口（盈52－5010）へ。

　最後に一言。愛犬と散歩しているあなた、相棒が「ふん」

をしたら必ず持ち帰りましょう！あなたがホットイタ「ふ

ん」で多くの人、そして愛犬家が迷惑しています。

　当クラブは、十日町市・川西町を中心にした愛犬家のメ

ンバーで構成され、「愛犬といっしょにスポーツを楽しみ共

存する社会を作ろう！」をモットーに活動しています。各

　　　、，，一会の参加を始め、十日町保
　ビ　謬，．・　謄　　　　　　　　健所並びに動物愛護協会十日

　　　　灘麟．．臓難講春藷
　　　、、．鞭．．薯、　　　　　　問などの「ふれあい活動」に

　．野’翻騰欝　　　　　　　　　．　　　　　　フ
漿　　　　灘　　　　　　間たち」が愛犬といっしょに

　　　　　　　　　　　　「何かをしている」のが好き

　スラロームの練習中　　　なんです。

●
繋
露
畿
ざ
墨
蟹
爆
縫
雛
勲
獺
灘
趣
蓼
雛
≧
欝
覆
蟹
露
糠
“
纒
　
灘
＠

麹騨灘懸網瞳9鱒⑬

〈材料＞

大根…200g、にんじん…50g
干し椎茸…3枚．

油揚げ…／枚（10g）￥

ゆずの皮…少々、サラダ油…少々
三杯酢

　｛　　酢カッブ1／3￥砂糖大さじ1、
　　しょうゆ小さじ1／3￥塩小さじ
　　1／3を合わせたもの

㊤
大
根
の
い
た
め
な
ま
す

贈鱒繭
　
　
①
大
根
と
に
ん
じ
ん
は
て
い
ね
い

　
　
　
に
厚
み
を
そ
ろ
え
￥
短
冊
切
り

　
　
　
に
す
る
。

馨

襯 　
お
正
月
に
さ
つ
ぱ
り
し
て
い
る

い
た
め
な
ま
す
は
い
か
が
で
す
か
。

〈
作
り
方
〉

◎旛　　
◎
油
揚
げ
は
熱
湯
を
か
け
て
油
抜

　
　
　
き
を
し
、
冷
め
て
か
ら
せ
ん
切

　
　
　
り
に
す
る
。
ゆ
ず
の
皮
も
せ
ん

　
　
　
切
り
に
し
て
お
く
。

　　　　　職　　　　㊤　　o　燃簿　　懸●
②
干
し
椎
茸
は
水
に
つ
け
て
戻
し
．

　
石
づ
き
を
取
っ
て
せ
ん
切
り
に

　
す
る
。

④
ナ
ベ
に
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
￥
①

　
の
大
根
と
に
ん
じ
ん
を
入
れ
強

　
火
で
八
分
ど
お
り
い
た
め
る
。

◎
④
に
②
の
椎
茸
と
③
の
油
揚
げ

　
を
加
え
て
サ
ッ
と
混
ぜ
、
三
杯

　
酢
を
加
え
￥
ひ
と
煮
た
ち
さ
せ

　
て
器
に
と
っ
て
冷
ま
す
。
冷
め

　
た
ら
ゆ
ず
の
せ
ん
切
り
を
入
れ

　
て
混
ぜ
る
。

※
ポ
イ
ン
ト

⑰囎繭肉鯛顯嚇馨o麟晦

材
料
を
強
火
で
手
早
く
い
た
め
●

る
こ
と
で
水
分
の
出
を
防
ぐ
。
　
●

疑
麹
鍵
議
、
繭

9
瑠
馨
魯
量
＜
O
難
嚢
覇

塾　　　金子悦子さん
　　（七軒町盈57－4063）

肇
●

矯
◎舶齢●懸鵬懲

プ0



じようずに

描けたね〃
⑰大井田保育園

欝
燃
轡

響
総
．

　　　だい　や

春川大弥くん

　　（6歳）

　漕で釣りをしているところだよ。お

父さんとお田さんとぼくが船の上から

大きなマグロを釣っているよ。夏にな

ったらまた海に行ってみたいな。

　　　　　　診

　　　　　　蕪　　　　　タ
　　　　藩

●●

穐辣欝㎜
真霜美波ちゃん

　　（6歳）

　保育園にいるザリが二が．大きなパ
　　　　　　　　　　　　ザ
サミと小さな足を動かしているよ。わ

たしは動物が大好きなの。このまえザ

リが二に小さな赤ちゃんが生まれたよ。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

：本気の本書

働卿会●璽か幽．

騒まし
た
。
胃
や
腸
の
内
視
鏡
検
査
な
ど
楽
々
と

検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ご
く
軽
い

睡
眠
薬
を
使
用
し
た
り
、
快
適
さ
を
優
先

し
て
シ
ャ
ワ
ー
付
き
ト
イ
レ
な
ど
を

備
え
ま
し
た
。
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
小
林
先
生
と
は
新
潟
大
学

時
代
の
同
期
生
で
、
現
在
ま
で
長
い

つ
き
合
い
で
す
。
志
を
同
じ
く
し
て
良
き

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
コ
ン
ビ
を
組
み
ま
し
た
。

繍　　　
　
　
縁
が
あ
っ
て
高
橋
先
生
の

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
本
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
い
た
し

　
　
欝

轟
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緊
．
㍉
轟
κ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
響
瀞
欝
・
器
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り
　
　
　
●

　
　
　
　
故
郷
の
十
日
町
市
に
来
て
か
ら
7
年
に
な
り
　
　
　
　
…
、
　
羅
雛
灘
灘
灘
　
　
肋
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　

ま
す
。
高
橋
先
生
は
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
な
の
で
い
ろ
い
ろ
と
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
お
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
高
橋
修
一
先
生
と
小
林
次
雄
先
生
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
町
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
〈
内
科
・
外
科
・
皮
膚
科
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
十
日
町
市
本
町
3
丁
目
プ
ラ
ザ
コ
ア
2
F
　
T
E
」
50
－
1
1
6
0
・
F
A
X
5
0
－
1
1
6
1
　
　
　
　
　
“

〆齢

のコーナーは、

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

璽

　　　　辮　　　　纏

　
私
は
、
田
麦
の
近
く
の
農
家
で
次

女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
姉
と
兄

に
弟
と
妹
の
5
人
兄
弟
の
真
ん
中
で

し
た
が
、
今
は
み
ん
な
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
も
の
ご
こ
ろ
つ
く

こ
ろ
に
は
尋
常
小
学
校
に
通
い
ま
し

た
が
、
今
と
は
違
っ
て
卒
業
す
る
前

の
小
さ
い
う
ち
か
ら
子
守
を
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
数
え
年
1
4

歳
で
名
古
屋
の
紡
績
会
社
に
勤
め
ま

し
た
。
熱
田
神
宮
の
そ
ば
に
あ
っ
た

大
き
な
会
社
で
、
1
部
屋
1
6
人
の
寮

生
活
で
す
。
こ
の
会
社
に
9
年
問
勤

め
ま
し
た
が
、
寮
の
生
活
は
食
事
も

他
人
が
し
て
く
れ
、
休
み
に
は
近
く

の
観
光
が
出
来
た
り
、
友
だ
ち
と
話

し
合
っ
た
り
と
楽
し
い
生
活
で
し
た
。

　
2
3
歳
の
と
き
に
家
か
ら
連
絡
が
あ

り
、
6
月
に
会
社
を
辞
め
て
家
に
帰

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
4
月
に

嫁
入
り
し
ま
し
た
。
親
が
決
め
た
結

福崎マサノさん
（田麦）84歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係奮57－3川内線213へ。

婚
で
す
が
、
夫
の
年
も
ち
か
く
近
所

で
よ
く
知
っ
て
お
り
、
い
や
で
は
な

か
っ
た
の
で
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
も
と
も
と
家
に
帰
っ
て
こ
い

と
い
う
連
絡
に
、
・
結
婚
相
手
の
こ
と

も
知
ら
せ
て
も
ら
っ
て
あ
っ
た
の
で

戸
惑
い
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
嫁
入
り
し
た
当
時
、
夫
は
家
で
農

業
を
し
た
り
、
人
を
手
伝
っ
た
り
し

て
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
嫁
に
き

　
　
　
　
し
ゅ
う
と
し
ゅ
う
と
め

た
当
時
は
、
舅
に
姑
に
こ
じ
ゅ
う
と

も
元
気
で
し
た
の
で
人
並
み
の
苦
労

を
し
た
つ
も
り
で
す
。
そ
れ
に
夫
が

気
管
支
ぜ
ん
そ
く
と
い
う
持
病
を
も

っ
て
い
て
無
理
が
き
か
ず
に
私
が
が

ん
ば
り
ま
し
た
。
今
と
は
違
い
農
業

も
大
変
で
し
た
が
、
男
3
人
女
－
人

の
4
人
の
子
ど
も
を
育
て
ま
し
た
。

　
平
成
8
年
に
は
、
夫
を
亡
く
し
ま

し
た
が
、
長
男
が
家
を
継
ぎ
3
人
の

孫
も
勤
め
る
よ
う
に
な
り
、
お
盆
な

ど
は
み
ん
な
揃
っ
て
に
ぎ
や
か
に
な

り
ま
す
。
若
手
に
は
よ
く
し
て
も
ら

い
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
近
所
で

お
茶
の
み
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

ププ　平成11年12月10日号

1き
キ
lill
1
「
i
i



§　目
l　 i
1
1
1

膜
I
il

l

… ｝
1
1

か
け
ま
せ
ん
か

脚霧．

新
潟
香
港
版
画
交
流
9
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
香
港
版
画
協
会
会
員
と
県
内
の
版
画
家

の
作
品
を
展
示
。
同
時
に
香
港
の
芸
術
家

な
ど
が
制
作
し
た
き
も
の
も
展
示
し
ま
す
。

霧
日
時
目
1
2
月
1
7
日
囲
～
1
9
日
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
6
時
膨
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
雛
間

合
せ
”
事
務
局
尾
身
伝
吉
（
費
5
7
1
－
0
3

1
6
）
へ
。

ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
の
へ
や

　
幼
児
と
小
学
生
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
に
絵

本
や
お
は
な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

を
行
い
ま
す
。
霧
日
時
H
！
2
月
1
8
日
ω
午

後
2
時
～
3
時
笏
場
所
H
十
日
町
情
報
館

笏
入
場
料
”
無
料
㌶
問
合
せ
日
十
日
町
情

報
館
（
盈
5
0
－
5
1
0
0
）
へ
。

ド
ー
ム
中
里
「
き
・
ら
・
ら
」

笏
日
時
H
1
2
月
1
2
日
⑥
、
1
9
日
㈲
、
2
6
日

㈹
、
1
月
9
日
⑥
午
前
1
1
時
～
H
時
4
0
分

＊
1
2
月
1
8
日
ω
午
後
4
時
～
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
プ
ラ
ネ
松
任
谷
由
実
特
集
笏
場
所
日
中

里
村
U
モ
ー
ル
笏
入
場
料
け
一
般
2
百
円
、
中

学
生
以
下
百
円
雛
問
合
せ
目
中
里
村
教
育

委
員
会
h
奮
6
3
－
4
4
7
8
）
へ
。

雛

加
し
ま
せ
ん
か

雪
ま
つ
り
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　
雪
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
企
画
の
発
表
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
霧
日
時
1
1

12
月
1
8
日
ω
午
後
6
時
～
影
場
所
H
ク
ロ

ス
ー
0
笏
ゲ
ス
ト
H
キ
リ
ン
ジ
ョ
ッ
キ
ー
ズ

雛
会
費
目
3
千
円
影
申
込
み
目
雪
ま
つ
り

事
務
局
（
盈
5
7
1
3
3
4
5
）
へ
。

2
0
0
V
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
初
参
加
大
歓
迎
！
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
を
使
い
「
洋
風
お
正
月
料
理
」
洋
風
い

そ
べ
料
理
、
チ
キ
ン
ロ
ー
フ
ほ
か
を
作
り

ま
す
。
霧
日
時
H
1
2
月
2
1
日
㈹
午
前
1
0
時

30
分
～
午
後
1
時
霧
場
所
1
1
東
北
電
力
十

日
町
営
業
所
霧
定
員
H
1
8
人
（
申
込
多
数

の
場
合
抽
選
）
笏
参
加
費
1
1
5
百
円
霧
申

込
み
H
東
北
電
力
十
日
町
営
業
所
（
盈
52

1
3
1
0
7
）
へ
。
＊
エ
プ
ロ
ン
持
参

◆
新
潟
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
学
院
短
期
大
学
校

12

年
度
入
学
生
募
集
　
笏
募
集
学
科
”
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
（
産
能
短
大
能

率
科
通
信
教
育
部
と
の
併
修
に
よ
り
準
学

±
取
得
可
能
）
笏
募
集
方
法
”
①
推
薦
入

学
一
2
月
2
5
日
㈹
応
募
締
切
・
書
類
選
考

と
面
接
②
受
験
入
学
一
3
月
2
2
日
㈱
応
募

締
切
・
小
論
文
と
面
接
＊
出
願
手
続
き
後

順
次
選
考
笏
問
合
せ
・
資
料
請
求
H
新
潟

サ
ン
テ
ィ
ッ
ク
学
院
短
期
大
学
校
（
六
日

町
大
字
西
泉
田
4
8
1
1
　
盈
0
2
5
7
1

70

1
2
3
4
0
）
へ
。

◆
N
H
K
学
園
の
通
信
教
育
で
高
校
卒
業

の
資
格
を
！
　
通
信
制
高
校
の
N
H
K
学

一
－

　第4回定例市議会が12月8日㈱～24
日㈹の日程で開催されています。

●本会議＝12月8日㈹、9日休）、

　　　　　10日樹、13日㈲、24日樹
●一般質問二12月10日働、13日（月）

●問合せ二議会事務局

　　　　　　　　　盈57　3111へ。

園
で
は
、
3
年
で
高
校
を
卒
業
で
き
る
普

通
科
コ
ー
ス
と
、
大
険
に
取
得
単
位
が
生

か
せ
る
選
科
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
自
宅

学
習
で
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
月
に
ー
・

2
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
直
接
指
導
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
笏
資
料
請
求
H

N
H
K
学
園
8
E
O
1
係
（
盈
0
4
2
－

5
7
2
1
3
1
5
1
）
へ
。

◆
国
際
交
流
事
業
～
小
中
高
校
生
募
集
～

　
勧
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
春
休
み

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校
体
験
・
英
会
話

研
修
・
野
外
活
動
の
参
加
者
を
募
集
中

【
春
休
み
海
外
派
遣
事
業
】
▼
対
象
”
中

1
～
高
3
▼
派
遣
先
”
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ

リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
・
カ
ナ
ダ
▼
期
間
”
3
月
2
1
日
㈹

～
4
月
3
日
㈲
（
1
4
日
間
）
た
だ
し
カ
ナ

ダ
の
み
3
月
2
5
日
ω
～
4
月
5
日
困
（
1
2

日
間
）
▼
募
集
人
数
H
1
2
6
人
（
書
類

審
査
有
）
▼
参
加
費
H
32
万
5
千
円
～
3
6

万
5
千
円
▼
締
切
H
2
月
1
日
㈹

【
南
の
島
丸
ご
と
体
験
学
校
サ
イ
パ
ン
編
】

寄付ありがとう
　　　l　l月25日届け出分まで（敬称略）

圃地域福祉事業へ二㈱ダイナム十日町
店（島・9，140円）稲和会（5千円）

囹赤い羽根共同募金へ＝ボーイスカウ
ト十日町一団（20，951円）

囹交通遺児等援助基金へ＝十日町高校
定時制生徒会（32，980円）

囹広域火葬場建設資金へ二登坂健二郎
（駅通り、200万円）

囹教育委員会へ二J　A十日町（米飯給
食用箸1，760膳）

囹情報館へ＝村山松雄（田中町本通
り）関口久子（駅通り）水落千春（本町

1丁目下）富井寅茂（栄町）中林栄三郎

（背戸）清水元三（川西町）数藤有美
（川西町）樺沢康彦（津南町）週報とお

かまち社

囹博物館へ二湯沢健一（丸山町）小野塚

幸子（稲荷町3丁目東）水落ミツイ（新

座第3）長谷川博（水口）富井武保（馬
場第4）

圏笹山野球場へ＝創価学会（桜苗木植
樹事業、50万円）

▼
対
象
H
小
4
～
中
3
▼
期
間
H
3
月
2
6

日
㈲
～
31
日
㈹
（
6
日
間
）
▼
募
集
人
数

H
1
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
”
！
1

歳
以
下
1
3
万
8
千
円
、
1
2
歳
以
上
1
4
万
1

千
円
▼
締
切
H
2
月
1
8
日
㈹

笏
問
合
せ
・
資
料
請
求
”
㈲
国
際
青
少
年

研
修
協
会
（
〒
1
6
0
1
0
0
0
4
東
京

都
新
宿
区
四
谷
2
－
n
大
村
ビ
ル
3
F
暦

03

1
3
3
5
9
－
8
4
2
1
）
へ
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
は
ロ
座
振
替
や
前
納

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
　
国
民
年
金
保
険
料

を
払
い
忘
れ
て
い
る
と
、
病
気
や
事
故
に

遭
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
将
来

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
や
、
納
付
の

手
間
を
省
く
た
め
、
口
座
振
替
や
前
納
制

度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
経
済
的
理
由
で
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
か
ず
に
、
申
請
免
除
の
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
該
当
し
そ
う
だ
と
思
わ
れ
る
人

は
国
民
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
笏

間
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
消
費
税
は
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
1
2
月
は
、
1
・
4
・
7
・
1
0
月
決
算
法

人
の
中
間
ま
た
は
確
定
分
に
か
か
る
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納
税
の

月
で
す
。
期
限
内
に
申
告
と
納
税
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
笏
間
合
せ
H
十
日
町
税

務
署
（
費
52
1
3
1
8
1
）
へ
。

◆
住
宅
用
地
の
異
動
は
申
告
を

　
住
宅
の
敷
地
に
使
っ
て
い
る
土
地
は
、

事
務
所
や
店
舗
な
ど
住
宅
以
外
の
敷
地
に

比
べ
、
特
例
に
よ
つ
て
固
定
資
産
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
住
宅
用
地
に
係
る

課
税
標
準
の
特
例
措
置
と
い
い
ま
す
。
平

成
n
年
中
に
次
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た

人
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
①
こ
れ
ま
で

住
宅
の
敷
地
で
な
か
っ
た
土
地
に
、
新
築

ま
た
は
増
築
し
た
人
②
事
務
所
や
店
舗
な

ど
を
住
宅
に
替
え
た
人
③
住
宅
を
取
り
壊

し
た
人
ま
た
は
事
務
所
や
店
舗
な
ど
住
宅

72



以
外
の
も
の
に
替
え
た
人
笏
申
告
先
H
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
1
月
2
0
日
㈲
ま
で
に

税
務
課
資
産
税
係
へ
。

◆
フ
レ
ー
フ
レ
ー
テ
レ
フ
ォ
ン
新
潟

　
も
っ
と
安
心
し
て
働
き
た
い
あ
な
た
に
、

育
児
や
介
護
、
家
事
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
情
報
を
電
話
で
提
供
し
ま
す
。
情
報
提

供
は
無
料
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
楽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
笏
主
催
H
2
1
世
紀
職
業

財
団
笏
受
付
”
月
曜
～
金
曜
日
の
午
前
9

時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
、
た
だ
し
土
・

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
笏
電
話
番
号
H
O

2
5
1
2
4
3
－
2
0
2
0

◆
断
酒
友
の
会

　
お
酒
で
体
調
を
壊
し
て
い
る
人
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
笏
日
時
H
1
2
月
2
6
日
㈲
午
後

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
笏
場
所
H
公
民
館

本
館
笏
間
合
せ
H
健
康
福
祉
課
へ
。

◆
1
日
人
間
ド
ッ
グ
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
今
年
度
の
1
日
人
間
ド
ッ
グ
は
、
募
集

人
員
に
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
次
に
該

当
す
る
希
望
者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

総
費
用
の
6
割
が
国
保
で
助
成
さ
れ
ま
す
。

笏
対
象
H
①
昭
和
4
年
4
月
2
日
～
3
5
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人
②
国
民
健
康
保

険
料
を
完
納
し
て
い
る
人
③
住
民
検
診
を

受
け
て
い
な
い
人
④
本
市
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
⑤
今
年
度
、
人
間

ド
ッ
グ
の
助
成
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人

笏
受
付
時
に
必
要
な
物
H
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
笏
実
施
機
関
と
助
成
後
の
自

己
負
担
額
H
①
労
働
衛
生
医
学
協
会
（
十

日
町
病
院
前
）
1
5
、
1
2
0
円
（
子
宮

が
ん
検
診
者
は
1
5
、
9
6
0
円
）
②
厚

生
連
中
条
病
院
（
男
性
の
み
受
付
）
1
3
、

4
0
0
円
（
病
理
検
査
実
施
者
は
1
5
、

0
8
0
円
）
③
働
小
千
谷
総
合
病
院
（
送

迎
バ
ス
有
）
1
5
、
1
2
0
円
笏
申
込
み
H

市
民
生
活
課
国
保
係
④
番
窓
口
へ
。

◆
年
末
年
始
は
市
の
業
務
を
休
み
ま
す

笏
市
役
所
”
1
2
月
2
9
日
㈱
～
1
月
3
日
㈲

ま
で
業
務
を
休
み
ま
す
。
た
だ
し
市
民
生

活
課
、
健
康
福
祉
課
、
税
務
課
、
会
計
課
、

水
道
局
の
窓
口
は
2
9
日
㈱
午
前
8
時
3
0
分

～
午
後
5
時
1
5
分
ま
で
と
、
30
日
㈲
午
前

8
時
3
0
分
～
正
午
ま
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

笏
公
民
館
本
館
・
地
区
館
”
1
2
月
2
9
日
㈱

～
1
月
3
日
㈲
ま
で
休
館
し
ま
す
。
笏
博

物
館
H
1
2
月
2
7
日
㈲
～
1
月
4
日
㈹
ま
で

休
館
し
ま
す
。
傷
総
合
体
育
館
”
1
2
月
2
8

日
㈹
は
午
後
5
時
で
閉
館
。
1
2
月
2
9
日
㈱

～
！
月
4
日
㈹
ま
で
休
館
し
ま
す
。
笏
情

報
館
”
1
2
月
27
日
㈲
は
定
期
休
館
日
。
1
2

月
2
8
日
㈹
は
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
5
時

ま
で
開
館
。
1
2
月
2
9
日
㈱
～
1
月
3
日
㈲

ま
で
休
館
し
ま
す
。

◆
年
末
年
始
は
ご
み
収
集
を
休
み
ま
す

　
1
2
月
31
日
㈹
～
1
月
3
日
㈲
ま
で
の
間
、

ご
み
収
集
お
よ
び
高
城
沢
不
燃
物
中
継
地

は
休
み
ま
す
。
1
2
月
2
9
日
㈱
・
30
日
㈲
は

平
常
業
務
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
年
末
の

ご
み
の
持
ち
込
み
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
焼
却
場
（
午
前
8
時
4
5
分
～
午
後
4

時
4
5
分
）
や
高
城
沢
不
燃
物
中
継
地
（
千

手
ト
ン
ネ
ル
川
西
側
付
近
、
午
前
8
時
4
5

分
～
午
後
4
時
3
0
分
）
へ
の
持
込
み
は
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。
笏
問
合
せ
”
十
日

町
地
域
衛
生
施
設
組
合
（
盈
5

2
1
3
9
2

4
）
へ
。

◆
ク
ロ
ス
ー
0
の
年
末
年
始
業
務

笏
休
館
日
”
1
2
月
2
9
日
㈱
～
1
月
1
日
ω
、

12

月
2
8
日
㈹
は
正
午
閉
店
傷
営
業
日
”
1

月
2
日
㈲
・
3
日
㈲
は
午
前
9
時
～
午
後

5
時
ま
で
物
産
ホ
ー
ル
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

を
営
業
し
ま
す
。
＊
1
月
4
日
㈹
か
ら
通

常
業
務
笏
間
合
せ
”
ク
ロ
ス
ー
0
（
費
5

7
1

2
3
2
3
）
へ
。

◆
雪
崩
に
注
意

　
降
雪
が
続
く
気
温
の
低
い
時
期
や
、
融

雪
期
に
は
雪
崩
が
多
発
し
ま
す
。
雪
崩
の

兆
候
や
危
険
個
所
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ

に
避
難
し
て
、
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室

ま
た
は
十
日
町
土
木
事
務
所
（
奮
57
－
5

2
0
3
）
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
冬
休
み
短
期
水
泳
教
室

膨
日
時
H
1
2
月
2
4
日
㈹
～
2
8
日
㈹
午
前
1
0

時
3
0
分
～
n
時
4
5
分
（
た
だ
し
2
6
日
⑲
は

午
後
1
時
30
分
～
2
時
4
5
分
笏
場
所
”
十

日
町
体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

笏
参
加
費
H
会
員
H
4
、
8
3
0
円
、
非

会
員
一
6
、
0
9
0
円
髪
そ
の
他
“
送
迎

バ
ス
有
り
（
有
料
）
笏
申
込
み
H
十
日
町

体
力
つ
く
り
ス
イ
、
、
＼
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
暦

58

1
3
3
4
3
）
へ
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ゆずります
ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

麟鰯翻麟一
品　　　　名 規　格 希望価格

子供用英語教材 ペピチッツ中央出版　ビデオ中心
！5万円

足6、みミ シ　ン 無　料

洋 服　タ　ン ス 無　料

編 み 機 ブラザー 無　料
レコードプレーヤー 無　料

ス 一
フr匿　　レ オ 相談で

浴 槽 ガ　　ス　　釜　　付

一　　　人　　　用 相談で

充 膏
亀 器 ヤマハパス用 相談で

スタッドレスタイヤ 0　　　＿

フフ　ド用 相談で
百
ユ 炭　こ　た つ 無　料

ス キ　　ー 靴 アノレペン用
25cm26．5cm

無　料

ス キ　　ー 靴 ノノレデック用
25．5cm27．5cm

無　料

アルペンスキー 183cm 無　料

ノルデックスキー 182cm 無　料

オートバックススキーキャリー 無　料

ラインドフラン 無　料

ふとん乾燥機 相談で

掃 除 機 相談で

シングル用ベッド 相談で

犬 小 屋 相談で

介護用ベツ ド テーブル付 相談で
普通タイヤ4本215－65－15 　トヨタ

エステマ用（新品） 相談で

スキーアルペン用 大人用190cm 5千円
スキーアルペン用 大人用185cm 5千円
女性用スノーボードー式 黄　色 1万5千円

スクーター50cc ホンダ 無　料

スクーター50cc スズキ 無　料

アルペン用スノーボード ノく一トン
（板のみ） 2万円

乾 燥機新 型 14俵入れ 相談で

スクーター50cc 相談で

健康ぶらさがり機 無　料

乾 燥 機 10俵入れ 相談で

ミノルタアルファー嗣レンズ 70－210－F4，5～5．6

フィルター・フード付 相談で

2　段　ベ　ツ ド 2千円
ウォーキングマシーン 千　円

電　子　ピ　ア ノ 3万円
ストーブガード 相談で

ファンヒーターガード 2つ 相談で

も　ち　の　う す 木製または石製 相談で

幼児用自転車 補助車付 相談で

アルペン用スキー 5～6才用 相談で

チャイルドシート 幼児用 相談で

子供服夏・冬問わず サイズ90 相談で

エレキギター 相談で

ワ　　ー　　プ 口 ル　ポ 相談で

チャイルドシート 相談で

ママコート冬用 袖　付 相談で

安全ガード（廊下用） 相談で

ローラーブレード 5～6才用 相談で

ス　キ　ー　一 式 5～6才用 相談で

ベビーベツ ド 3～5千円

チャイルドシート 相談で

除　　　雪 機 小型7馬力以下 5万円
つっぱりの棚（トイレの上の空間用〉 幅80cm 無　料

クロスカントリースキー及び靴 スキー　170cm
靴　　　26cm 3～5千円

スノーボードー式ボード・靴 小学生高学年用
靴22cm位 相談で
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蕪
灘
獺

鞭欝曝
毅

－
驚
…

　
遡
騰
鰻
．
慰
触
凝
蒲

　
　
　
　
撃
｝
紡

灘
藻
幾
奮
書

　
峯
嬉
囎
撫
う
蚤
，
簿
灘

　
，
瀬
《
鰍
、
毒
獄
簾
欝

　
議
難
魚
憲
榊
穆
疏
撒

．
．
罵
篭
敏
露
騨
践
強
，
㍑

　
黛
弗
搬
酌
霞
灘
産
概

響
蟻
甕
萩
議
黙

鰍
勲
灘
縮
驚
§

盤圏
難

き
　
　
ミ
コ
ノ
ロ
ヨ
　
　
　
　
　
　

刷
繋
　
　
　
　
㎜

鍵
馨

綴艦添崇辮

用

　
饗
欝
錦
　
．
姦
．
、
酬

禦
驚
劇
聴
、
　

業
誘
篇
．
篇

　
君
轟
爺
煮
露
、

箭
穣
隼
螂

がえ長許　設　け熱に立が　た中
開て岡可県立関る意柏す県馬oで明

場
村
で
は
、
庄
屋
富
井
邦
彦
ら

の
補
助
を
受
け
て
小
学
校
を
設

る
こ
と
を
計
画
し
、
四
年
三
月

崎
県
に
陳
情
し
ま
し
た
。
県
は

は
認
め
た
も
の
の
、
補
助
を
受

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

係
者
は
資
金
を
集
め
、
改
め
て

願
い
を
県
に
提
出
し
ま
し
た
。

は
、
柏
崎
県
第
三
分
校
と
し
て

し
、
丸
山
退
三
を
校
長
に
、
旧

藩
士
竹
垣
金
五
郎
を
助
教
に
迎

　
　
　
　
　
　
　
は
ん
あ
い

、
四
年
七
月
に
「
汎
愛
村
校
」

校
し
ま
し
た
。
授
業
は
漢
学
が

治
二
年
二
月
、
政
府
は
規
則
の

小
学
校
の
設
立
を
奨
励
し
ま
し

　
中
心
で
し
た
が
、
六
十
余
名
の
生
徒

　
が
集
ま
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
　
十
日
町
村
で
も
五
年
四
月
、
高
山

　
村
の
漢
学
者
高
橋
茂
一
郎
と
養
父
慎

　
　
　
　
せ
き
ざ
ん

　
五
郎
（
赤
山
）
を
招
い
て
開
校
し
ま

　
し
た
。

　
　
明
治
五
年
八
月
、
い
わ
ゆ
る
「
学

　
制
」
が
公
布
さ
れ
、
従
来
の
学
校
・

　
私
塾
は
廃
止
さ
れ
、
改
め
て
開
業
願

　
い
を
提
出
し
て
、
学
制
に
よ
る
学
校

　
と
し
て
公
認
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校

　
に
は
、
男
女
の
別
な
く
す
べ
て
の
子

　
供
を
就
学
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

　
た
。

　
　
こ
う
し
て
、
六
年
か
ら
七
年
に
か

　
け
て
、
村
々
に
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
小
学

　
　
　
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

　
　
　
し
、
そ
の
設
立
費
は
も
ち
ろ
ん
、

、
　
　
　
運
営
費
は
す
べ
て
住
民
の
負
担

　
　
　
で
し
た
。

　
書
　
「
学
校
資
本
金
」
の
名
目
で

無
拠
出
金
を
集
め
、
利
子
分
を
経

鷲
窪
あ
て
た
の
も
そ
の
一
例
で

・
期
　
す
。

　　初　台
　
　
就
学
情
況
も
芳
し
い
も
の
で

　
ヤ
ち
ノ

れ㎜∞明

鶴
雛
駐
許
諜

㎜嚇
　
　
子
守
な
ど
の
理
由
で
の
欠
席
が

轍

　
　
　
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
通
史
編
4
　
近
現
代
一
）

一　
　
　
欝

　
　
　
灘

　
　
　
　
　
離

　
　
　
　
　
　
小

　
　
　
　
　
　
　
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
較
の

翻
設

難

霧

鑛

十
日
堕
巾
史
を
読
む
⑳

　　　えり　か
　若山衿香ちゃん

　　　　平成9年I　l月4日生まれ

　　　　本町5
元気で．何でも自分でやりたがる活発

なおねえちゃんです。ズボンやパンツも

自分ではけるし、トイレにも一人で行け

ます。目分より小さな友だちにはやさし

くお話ししてくれます。家にはお兄ちゃ

んと妹がいますが、めんどうみがよすぎ

てお田さんが大変なこともあるそうです。

　　　　　　　　　雲　　　
尋　年

　　　　　　　　　　触

灘灘轍鱗灘

Baby
す
こ
や
か
ち
ゃ
ん

11月末現在
（）は前月末からの増減

灘

壁麗

乙おガ鵠5

　
難

　
　
灘

騰

コウヤワラビ（コウヤワラビ科）

　
　
　
帯

人
人
人
世

9
4
5
5

2
7
5
9

3
7
5
9

り
　
　
　
　

り
　
　
　
　

ワ
　
　
　
　
り

4
1
2
2

4
2
2
ー

ロ
男
女
数

　
　
　
帯

人
　
　
世

■
　
　
　
　
　
■

（十17）

（十1）

（十16）

（十2）

■発行／十日町市役所

　〒948－8501新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　TEL　O257－57－3川FAX52－4635
　Email　tokamaci＠nsvl．tiara．or．jp　URL　http：／／www．tiara．or．jp／～tokamaci／

■編集／企画人事課広報広聴係

草や木々の葉の落ちた、小川のほとりに面白いものを

みつけました。（右写真、市内笹山）枯れ草の中から30cm

ほど伸ばした茎に、直径3mm位の玉をたくさんつけてい

ました。不思議に感じ、名前を調べるとコウヤワラビの
ほうしよう

胞子葉であることがわかりました。ワラビやゼンマイの

　　　　　　　　　　　　　　　ほうし仲間でこれらシダ植物には花や種子がありません。胞子
のう

嚢の中に胞子をつくり子孫を増やしていきます。コウヤ

ワラビは、胞子をつくる葉の小羽片が球状になって胞子

嚢を包み込んでおり、胞子は冬、雪の中で熟し春になると

散布が行われます。鉢に植えて楽しむ人もおり、名前は
　　こうやさん
和歌山県高野山のワラビの意味であるといわれています。

（左写真は10月下旬に撮影したもので葉がついています）

∈麺璽璽璽i）プ4




